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表 1 基本方針と具体的対応に関するロードマップ 
2018年  2019年  2020年  2021年－ 



















































の区分は表  2、図  1 のように整理される。
表 2 廃水銀・水銀含有製品の法令上の分類と本学手続き上の区分との対応関係 1, 2) 





水銀使用製品産業廃棄物 実験廃棄物 水銀温度計、測定機器等 
－（一斉回収対象製品） 蛍光管、電池類 
水銀含有ばいじん等 実験廃棄物 実験に伴い生じた水銀を含む廃棄物 
無機廃液（水銀系廃液、学内処理） 実験に伴い生じた水銀を含む廃液 








































































廃水銀等 保管 保管・積替え ①飛散、流出又は揮発の防止のための措置、
②高温にさらされないための措置、③腐食防
止措置をとること。 



















































び劇物指定令（昭和 41 年政令第 2 号）において、硫
化水銀を除いて劇物もしくは毒物に規定されており、
表 5 に示した規定が求められている。 
＜消防法との関係 3)＞ 




条の 3、危険物の規制に関する政令（昭和 34 年政令














容器  飲食物容器の使用禁止（法第 11 条） 
 飛散・漏れ・しみ出るおそれのないもの（規則第 4 条の 4） 
 「医薬用外」、「毒物」または「劇物」の表示（法第 12 条） 
 名称・成分・含量・製造者名等の表示（法第 12 条） 
保管施設  貯蔵場所に鍵をかける設備がある、または周囲に堅固な柵があること（規則第 4
条の 4） 
 陳列場所に鍵をかける設備があること（規則第 4 条の 4） 
 盗難・紛失の予防措置（法第 11 条） 
 他の物と区分して貯蔵できること（規則第 4 条の 4） 
 貯蔵場所、陳列場所に「医薬用外」、「毒物」または「劇物」の表示（法第 12 条） 
管理体制  専任の毒物劇物取扱責任者を配置すること（法第 7 条） 
情報管理  名称・数量・年月日・譲受人の氏名/職業/住所/の記録・5 年保存（法第 14 条） 
事故時の措置  飛散、漏れ、流れ出、しみ出があった場合に、保健所、警察署または消防機関に
届け出るとともに、保健衛生上の危害を防止するために必要な応急の措置を講じ






表 6 水銀に関する法令対応に関連した学内通知等 
















































































































































表 7 廃蛍光管・廃乾電池の一斉回収・処分実績 
（単位：トン） 
平成 27 年度 平成 28 年度 
蛍光管 5.00 3.52 





















表 8 平成 29 年度の廃蛍光管・廃乾電池回収・処分量の部局別内訳（単位：kg） 
部局 蛍光管 乾電池 部局 蛍光管 乾電池 
文学研究科・文学部 53.9 18.8 防災研究所 27.8 2260.2 
教育学研究科・教育学部 12.3 11.6 経済研究所 3.9 7.8 
法学研究科・法学部 28.8 28.2 基礎物理学研究所 24.6 17.3 
経済学研究科・経済学部 24.2 12.3 数理解析研究所 1.9 12.5 
理学研究科・理学部 312.2 200.0 東南アジア研究所 42.5 63.1 
医学研究科・医学部 329.3 93.4 iPS 細胞研究所 57.9 38.0 
医学部附属病院 1365.0 1355.0 総合博物館 31.2 4.9 
薬学研究科・薬学部 65.0 35.0 放射線生物研究センター 20.7 4.1 
工学研究科・工学部 492.9 382.7 学術情報メディアセンタ
ー 
7.0 0.0 





64.2 39.0 野生動物研究センター 7.8 0.0 
エネルギー科学研究科 30.9 10.6 附属図書館 16.2 16.2 
アジア・アフリカ地域研
究科 
13.1 10.6 国際高等教育院 209.4 33.5 
情報学研究科 30.6 60.9 学生総合支援センター 0.0 1.0 
生命科学研究科 87.7 24.6 大学文書館 5.9 2.6 
総合生存学館 0.0 14.5 高等研究院 26.0 16.7 
地球環境学堂・学舎 5.0 9.1 企画・情報部 36.4 21.1 
化学研究所 76.6 55.8 施設部 80.4 40.4 
人文科学研究所 15.5 7.7 財務部 0.8 0.6 
ウイルス・再生医科学研
究所 
110.2 77.1 総務部 7.8 1.7 
エネルギー理工学研究所 16.3 8.9 教育推進・学生支援部 161.8 63.7 
生存圏研究所 45.7 22.5 研究推進部 0.2 18.0 
合計 4370.0 5290.0 
(2) 水銀含有機器の保有状況～環境安全保健機構と薬学研究科の調査事例紹介～
a. はじめに













廃棄物）については、平成 27年 11 月に廃棄物処理
法施行令の一部を改正する政令が公布され、平成 29 












そして、平成 25 年度の県内への水銀流入量は 0.22
トン、平成 26年度県内における水銀存在量は 3.4ト
ンであることが判明した。存在量の内訳は家庭が約





































機構の実施期間は平成 28年 11月 22日～平成 28年
12 月 10 日である。薬学研究科の実施期間は平成 29
年 1月 19日～平成 29年 3月 29日である。 
 




















































図 5 環境安全保健機構における水銀含有機器・製品の保有数と使用状況＊ 
＊棒グラフ中の数字は機器・製品点数を示す 






































































































使用予定 予備保管 空欄 


















206 1052 10 263 769 73 
*建物内の部屋ごとに調査した使用中の蛍光灯 1449を含む
－ 23 －
図 7 薬学研究科における水銀含有機器・製品ごとの使用状況* 
*建物部屋ごと調査した使用中の蛍光灯 1449を追加 












































































表 10 薬学研究科における使用中の部屋別蛍光灯・LED数 
建物 蛍光灯 LED 合計 
本館・別館 913 1346 2259 
総合研究棟 536 837 1373 













防止法；平成 29年 8月 16日施行） 
 廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部
を改正する政令（廃棄物処理法施行令の一部を改正す
る政令；平成 29年 10月 1日施行） 
 廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部
を改正する省令（廃棄物処理法施行令の一部を改正す














関 す る 法 律 に つ い て 、
http://www.env.go.jp/chemi/tmms/law.html
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